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【目的】心理的、生理的効果が得られる美容ケアとして、「触れる」ことを重視したエステテ

ィックマッサージを本研究では取り入れることとした。高齢者施設や病院におけるマッサージ

の先行研究はあるものの、回数が限定されているものや短期間での効果をみるものがほとんど

である。マッサージが認知症高齢者の不安を軽減し、安定した生活に導く手段となりうること

が明らかとなることにより、日常ケアとして美容ケアは必要であると職員に認識されるのでは

ないかと考えられる。そして、日常ケアとして取り入れることにより、職員の介護負担の軽減

の施策の一助となるのではないかと考えられる。よって、本研究では、エステティックマッサ

ージを行い、介入後の認知症高齢者の「表情」や「笑顔」、「感情」、「会話」、「介護への抵抗」、

「行動の落ち着き」、「活気」、これら７項目の状態を観察し、介入前と介入後の変化を明らか

にする。また、24 週間を通し得られた７項目の状態観察結果から、被験者一人ひとりの個別

的変化を明らかにする。この２点を研究目的とする。 

【方法】対象は、首都圏の特別養護老人ホーム ・Ｎ園（定員 207 名） に入所する認知症専門

フロアの利用者 15 名を対象とした。対象の性別や年齢、要介護度、認知症高齢者の日常生活

自立度、認知症におけるタイプと施設入所日、家族構成、生活歴、認知と行動、課題について

プロフィール表に示した。性別は男性２名、女性 13 名で、年齢は 64 歳から 99 歳で平均年齢

82.5±9.9 歳であった。年齢構成は、60 歳代が２名、70 歳代が２名、 80 歳代が８名、90 歳

代が３名であった。認知症のタイプは、アルツハイマー型認知症 11 名、若年性アルツハイマ

ー病１名、タイプ不明の認知症３名であった。要介護度による分類は、要介護度２が１名、要

介護度３が９名、 要介護度４が４名、要介護度５が１名 であった。認知症高齢者の日常生活

自立度の分類は、Ⅱb が４名、Ⅲa が５名、Ⅲb が３名、Ⅳが３名であった。期間は、2008 年

６月 24 日から 12 月 17 日 までで、うち６月 24 日は、ハンドマッサージケアを実施介入せず、

観察のみをおこなった（以下、介入前と記述）。７月２日より 12 月 17 日まで毎週 1 回、水曜

日、合計 24 回ハンドマッサージケアを実施介入した（以下、介入後と記述）。 

【結果】７項目の状態観察について、「介入前」と「介入後１回目」の介入の短期的変化と、

「介入前」と「介入後 24 回目」の介入の長期的変化それぞれを比較した。「介入前」と「介入

後１回目」、「介入前」と「介入後 24 回目」の７項目の状態観察結果における平均の相違を検

定するために、対応のあるｔ検定を行った。「介入前」と「介入後１回目」との比較では、「表

情」、「笑顔」、「会話」、「介護への抵抗」、「行動の落ち着き」、「活気」の６項目において、「介

入前」と「介入後１回目」では、平均に有意差はみられなかった。しかし、「感情」（ｔ(13)＝
－2.48，ｐ＜.05）の項目において、「介入前」と「介入後１回目」では平均に有意差がみられ、

「介入前」に比べ「介入後１回目」の施術により有意な得点の上昇がみられた。「介入前」と

「介入後 24 回目」の状態観察結果の比較では、「表情」、「笑顔」、「感情」、「会話」、「活気」の

５項目において、「介入前」と「介入後 24 回目」では、平均に有意差はみられなかった。しか

し、「介護への抵抗」（ｔ(13)＝8.25，ｐ＜.001）と「行動の落ち着き」（ｔ(13)＝2.46，ｐ＜.05）
項目において、「介入前」と「介入後 24 回目」では平均に有意差がみられた。「介入前」に比

べ「介入後 24 回目」の施術により「介護への抵抗」では有意な得点の低下がみられた。「行動

の落ち着き」においても有意な得点の低下がみられた。そして、これらの短期的・長期的変化

を一人ひとりより細かく個別的にみるために、被験者 15 名の 24 週間の状態観察結果をグラフ



にし、そのグラフが示す得点の変化をまとめ、それぞれのプロフィールとの兼ね合いをみた。

その結果、被験者は、介入後８回目から 15 回目といった介入中間回前までは得点の上昇や低

下がみられたが、中間回以降より「ふつう」の状態を維持する傾向にあった。状態観察７項目

のうち、「介護への抵抗」と「行動の落着き」においては、介入前から介入後中間回（８回目

～15 回目）ごろまでは、介護への抵抗はない状態、また行動の落着きは安定した状態であっ

たが、中間回以降から低下し、「ふつう」の状態を保持していた。このことから、マッサージ

介入は、短期的には変化がみられるが、長期的には変化がほとんど見られず状態は「ふつう」

を維持することが示された。しかし、15 名の被験者のうち、２名は 24 週間の介入を通し、安

定的な変化はみられなかった。変化がみられない被験者は、ＢさんとＯさんであった。 

【考察】７項目の状態観察のうち、短期的変化として「感情」項目にのみ施術により有意な得

点の上昇がみられた。認知症高齢者にとりマッサージによる心地よさから、不安の軽減や安

心感、リラクセーション効果が得られたのではないかと考えられる。施設に入所される高齢者

にとり、皮膚を介して他者と関わり、非言語的コミュニケーションを交えながら手のぬくもり

を感じることは、精神を安定し、感情を活性化することが示されたものと考えられる。長期的

変化として、施術により「介護への抵抗」と「行動の落ち着き」では有意な得点の低下がみら

れた。「介護への抵抗」は、マッサージにより新陳代謝を促し、活動性が増したことによるも

のと考えられる。マッサージ効果が被験者の心理状態を落ち着かせ、介護に対する抵抗感の意

思表示を表出する行動であったと推測する。また「行動の落着き」が低下したことに関して、

マッサージのリフレッシュ効果から被験者の行動を活性化に導いたのではないかと推測され

る。これらの短期的・長期的変化を一人ひとりより細かく個別的にみるために、被験者 15 名

の 24 週間の状態観察結果をグラフにし、そのグラフが示す得点の変化をまとめ、それぞれの

プロフィールとの兼ね合いをみた。その結果、被験者は、介入後８回目から 15 回目といった

介入中間回前までは得点の上昇や低下がみられたが、中間回以降より「ふつう」の状態を維持

する傾向にあった。状態観察７項目のうち、「介護への抵抗」と「行動の落着き」においては、

介入前から介入後中間回（８回目～15 回目）ごろまでは、介護への抵抗はない状態、また行

動の落着きは安定した状態であったが、中間回以降から低下し、「ふつう」の状態を保持して

いた。このことから、マッサージ介入は、短期的には変化がみられるが、長期的には変化がほ

とんど見られず状態は「ふつう」を維持することが示された。しかし、15 名の被験者のうち、

２名は 24 週間の介入を通し、安定的な変化はみられなかった。Ｂさんの日頃の行動や介護課

題では、精神的不安定と介護への抵抗があり、機嫌が悪い時には、職員の介助に対し拒否反応

を示すことが問題視されていた。また 15 名中 99 歳と最高齢であった。このことから、日頃の

精神的不安定や介護への抵抗、介助への拒否行動、最高齢であることなどから、長期的で習慣

的な美容ケアがＢさんにとり心理的・生理的に負担となっていたのではないかと推測される。

一方、Ｏさんは、日頃より、躁と鬱の状態があり、不穏状態が続くと、介助や声かけに対し拒

否的になり、職員に暴言や暴力行為がみられることが問題視されている。このことから、精神

的不安定があり、介護への抵抗が日頃からあることにより、マッサージといった行為の理解や

施術者との関係構築が不十分の状態でのケアとなり、心理的・生理的安定に導くことができな

かったのではないかと考えられる。 
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